
―「仲道郁代 Road to 2027 プロジェクト」のピアニズムの
新境地に挑むシリーズ。第２回となる今回は、オール・シューマン・
プログラムということで、初期の作品を中心に取りあげていらっ
しゃいます。最初に演奏される《アレグロ ロ短調 Op.8》はあまり
演奏されない曲ですが……
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Road to 2027
仲道郁代  楽曲探求  対談集  Vol.4

ききて・構成：長井進之介

仲道郁代 × 西原稔
シューマンの夢

2019年10月27日（日） 東京文化会館 小ホール
オール・シューマン・プログラム

アレグロ ロ短調 Op.8 　　幻想小曲集 Op.12
《森の情景》より第7曲 〈予言の鳥〉 Op.82-7

ピアノ・ソナタ第1番 嬰ヘ短調 Op.11

◆形式を超えてしまうもの

◆音による物語、シューマンの夢
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―最後に、今回の「シューマンの夢」というテーマは、どのような
意図なのでしょうか。
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―シューマンは組曲や性格的小品が多く、あまり形式を重視した
作曲家ではなかったように思うのですが、《ピアノ・ソナタ第1番》
はかなり形式を意識した様子が窺えますね。
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◆シューマンの曖昧さ

◆教会の鐘の音と葬式の鐘の音、表裏一体の世界

―シューマンはよく曖昧だとか、わかりにくいと言われることが
ありますね。
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―仲道さんは、シューマンはどんな人だったと思われるのですか？
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―その危うい儚さや美しさというのは、特に今回仲道さんが
お弾きになる《幻想小曲集》や《森の情景》の第7曲〈予言の
鳥〉にも表れていますね。
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◆シューマンの音楽の“揺らぎ”
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